
















平成 29 年 6 ⽉ 11 ⽇ 
 

第 10 回 薬剤師の臨床判断ワークショップ ⼊⾨コース 
アンケート結果 

 
開催⽇：平成 29 年 6 ⽉ 11 ⽇（⼟）9:00〜18:00 
参加者：32 名+プリセプター1 名 
 
 
１）あなたについて 
 病 院 薬 剤 師  1 名 

保険薬局薬剤師 32 名 
 
２）ワークショップの情報をどこから得られましたか 

・インターネット（facebook 含む）・・・8 名 
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３）今までに開催していますワークショップに参加されていますか 
過去に開催したワークショップ参加回数 

 
 
今回参加者の、過去に開催したワークショップへの参加⼈数 

 
 
４）今回参加されたのはどちらですか 

 
 
５）アドバンスワークショップの内容について 
a 時間 

 
丁度良い 多少速⾜だがスケジュール的に限界だと思う 
短すぎる もっともっと勉強したいと思いました 
丁度良い 集中できるのはここまでです。 
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b 配布資料 

 

良い WS を進めるのに⽀障ない内容でした。 
⾮常に良い かえってから、他の薬剤師にも⾒せたいと思います。 
良い もう少し字が⼤きいと嬉しいです。 
 
c プログラムは期待に添うものでしたか 

 
良い 講義とワークが適度に混ざっていて⻑時間でも集中できた。 
⾮常に良い 勉強したいと思っていましたが、⾃分ではなかなか出来なかったので 
 
d 内容は理解できましたか 

 
 
e 適切な OTC 医薬品の選択に対する考え⽅は業務の役に⽴つと思いますか。 
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ｆ このアドバンスワークショップ全体は業務の役に⽴つと思いますか 

 

⾮常に良い 勉強したいと思っていましたが、⾃分ではなかなか出来なかったので 
 
 
ｇ 感想 

症状を詳しく訊く、観ることから患者様に対応していくことについて⾊々学べました。 
ありがとうございました。 

貴重な体験をありがとうございました。 
薬局にもどり、⽇々の業務に反映させていきたいと思います。 

初めて参加させて頂きましたが、⼤変勉強になりました。 
今後の業務にも⽣かしていければと思います。 
薬剤師がこれから必要とされる技術を学ぶことが出来ました。 
また、その考え⽅を⾝につけたことで、今後の学習についても活かせると思います。 
⽪膚疾患はあまり処⽅が無かったのでとても勉強になりました。 
他のワークショップにもぜひ参加させていただきたいと思います。 
今回の事から学んだことをしっかり⽣かしてアウトカムをしていきたいです。 
参加し練習を重ねる毎に情報の整理や引き出し⽅が少しずつ⾝についてきたように感じます。 
まだまだ未熟でありますが、技能を取得し、地域で役⽴つ薬剤師となれるよう研鑽を続けていきたいと思い
ます。 
⽪膚・粘膜症状は思っていたより以上に薬剤師が関わっている症状だとおおいました。 
これからはセルフメディケーションを薬剤師として⽀援していくには、まず、⽪膚・粘膜症状に関わってい
くべきだと思いました。 
⽪膚・粘膜症状の WS は 2 回⽬でしたが、トリアージ⽮セルフメディケーションの⽀援を⾏うための思考プ
ロセスを再確認できる良い機会でした。 
疾患について、うろ覚えだったところが分かったので、勉強し直して、実務に活かしていきたいと思います。 
このワークショップで学んだことを明⽇からの業務に活かすと共に若い薬剤師に期待と応援をしていきたい
と思いました。 

初めての参加でしたが楽しく学ばせて頂きました。 
LQQTSFA、薬を服⽤した後の重要性を思い出して⽇々精進します。 
・⼤学の 6 年教育で学んだことを積極的に現場で取り組むようにしており、フィジカルアセスメントやバイ
タル在宅業務、OTC でのトリアージも実施しているが、現場の他のスタッフとの温度差を感じながら⽇々過
ごしている。今後もこのような勉強会に参加し、患者から選ばれるようになれば現場も変わっていくのかと
思われる。 
今までの薬剤師のようなシール集めではなく、本会員や本講座を受けた薬剤師が⾃⼰満⾜ではなく、何を実
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績として（患者のプレアボイドのようなもの）残したかというデータを国に上げる必要がある。 
今後の薬剤師のあり⽅について、深く考えることが出来ました。 
症状に対してどのような病態化を考えるという作業は今まであまりやったことが無かったので、新鮮でした。 
次回も是⾮参加したいです。 
・発疹⾃体、よくあるもの以外を⾒たことが無いのと、習ってこなかったので、とても勉強になりました。 
・繰り返し勉強していかないと⾝につかないので若い薬剤師さんに負けないよう続けたいとおもいます。 
次回こそ仲間を連れてきたいです。 
初めて参加しましたが、また参加したい。 
今回初めて参加させて頂きました。始まるまでは 9 時間を⾔う⻑い時間に少々気が重かったのですが、実際、
参加させて頂いて、時間の経つのがあっという間でした。 
是⾮、これからの⽇々の業務に活かして頑張っていきたいと思います。（やってみようという気になりました。
有難うございました。 
疾患が分からないと内容が難しいため、ある程度の予習等が必要と思いました。 
具体的なアセスメントが出来るようになったと思います。 
是⾮臨床で実践したいと思います。 
他の症例の WS にも参加したいと思います。 
患者のセルフめでぃケーションに貢献できるように頑張りたいと思います。 

⾮常にわかりやすい内容でした。 
最初、⻑時間だなと思いましたが短く感じました。 
全部このワークショップを受けたいと思います。有難うございました。 

 
 
６） 
a) プリセプターとして申し込まれた⽬的・理由 
認定指導者申請のため 

臨床判断の取り組み方を深めるため 

(ご意見)初めてこの WSに参加させて頂いてからもう 3-4年になりますが、ようやく申請できるようになりました。 

今後とも宜しくお願い致します。 

 
b)事前打ち合わせ内容は⼗分でしたか 
当日の運営に支障なく十分でした。 

 
c)グループでの進⾏に当って頂きましたが、課題と感じた事項をお書きください。 
グループ討議を妨害せず⽬標を達成させることの難しさを実感しました。（特に時間配分） 
  



第 10 回 薬剤師の臨床判断ワークショップ アドバンスコース 
アンケート結果 

 
開催⽇：平成 29 年 6 ⽉ 10 ⽇（⼟）15:00〜17:30 
参加者：17 名 
 
 
１）あなたについて 
 ⼤ 学 教 員  1 名 

保険薬局薬剤師 16 名 
 
２）ワークショップの情報をどこから得られましたか 

 
 
３）今までに開催していますワークショップに参加されていますか 
過去に開催したワークショップ参加回数 

 
今回参加者の、過去に開催したワークショップへの参加⼈数 

 

４）アドバンスワークショップの内容について 
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a 時間 

 
「丁度良い」のコメント 
・ワークショップの時間をもう少し増やして欲しい 
 
b 配布資料 

 
 
「⾮常に良い」のコメント 
・⽪膚は所⾒が⼤事だと思うので、写真が多いのは良かったと思います。 
 
c プログラムは期待に添うものでしたか 

 
「良い」のコメント 
・もう少しロールプレイに時間をかけた⽅がよかったかなと思います。 
・時間が短くて残念 
※ 「悪い」を挙げた⽅の感想 
 ・実践的な内容がもう少し多ければよかった思います。 

・様々な疾患のトリアージ等 
 
d 内容は理解できましたか 
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e 適切な OTC 医薬品の選択に対する考え⽅は業務の役に⽴つと思いますか。 

 
 
ｆ このアドバンスワークショップ全体は業務の役に⽴つと思いますか 

 
 
ｇ 感想 

OTC を選ぶポイントを再確認出来ました。 
同効薬 OTC の違いや特徴にポイントを置いて、解説として頂くと⾮常に勉強会になります。 
内科の⾨前薬局で勤務しています。 
⽪膚疾患に対して OTC で尋ねられる事が増えてきていたのでタイムリーな内容でした。 
OTC で対応するのか、受診勧告を⾏うのか、部位を⾒せて頂き判断することが重要と再確認出来ました。 
ワークショップを⾏うことで、実際の状況を想定して学ぶことが出来ました。 
グループ討論の時間がもう少しあると、より深く理解が進んだのではないかと感じました。 

実際の業務にすぐに役⽴つ感じがします。 
OTC 医薬品を選択する際にポイントをいくつか挙げて考えていく（絞っていく）やり⽅を⾝に着けていきたい
です。 
また、数種類の貼付⽂書からリストで表にすることは互いの医薬品を⽐較する上で、⾮常に分かり易いです。 
OTC の違い、選び⽅の勉強になりました。 
他が疾患についても勉強していきたいと思いました。 
患者さまに適切におすすめし、アドバイスできるようになりたいです。 
ありがとうございました。 
あっという間に時間が過ぎてしまいました。 
より実践的な練習が出来て、⼤変勉強になりました。 
ありがとうございました。 
OTC について、⽇ごろから慣れている薬剤師とそうでない薬剤師がいるとおもうので、このワークショップの
普及により薬剤師の地域における有⽤性があがれば、適正な薬（医療法、⼀般⽤にかかわらず）の使⽤に貢献で
きると思う。 
今まで漠然としていた OTC に対する考えが少し整理できたように思えます。 
これからもう少し深く OTC を掘り下げてみたいと思います。 
ありがとうございました。 
実践的な内容がもう少し多ければよかった思います。 
様々な疾患のトリアージ等 
なかなか OTC 販売の機会がないのでとても勉強になりました。 
ワークショップは具体的に考えられるので、良かったです。 
ありがとうございました。 
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